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思い出を胸に、慣れ親しんだ学舎を巣立つ
　３月 10日、市内７中学校で卒業式が行われ、1,041 人の卒業生が、友達や
学舎に別れを告げ、新たな旅立ちを祝いました。
　下館中学校（写真）では、158人の卒業生たちがひとりずつ名前を呼ばれて
壇上に上がり、佐

さ と う

藤和
か ず お

男校長から卒業証書を受け取りました。卒業生から３年
間の思い出やこれからの夢、希望、支えてくれた人たちへの感謝の気持ちが述
べられると、式場は感動に包まれました。
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申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
（
ス
ピ
カ
４
階
）　
☎
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市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、

個
人
住
宅
部
分
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場

合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
で
き
る
人

・
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
の
所
有
者

・
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
に
継
続
し
て

３
年
以
上
居
住
し
、
か
つ
３
年
以
上
住
民
登

録
し
て
い
る
こ
と

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
市
で
実
施
し
て
い
る
他
の
同
様
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

◆
対
象
と
な
る
建
物

・
市
内
に
所
有
す
る
個
人
住
宅
（
店
舗
な
ど
の

併
用
住
宅
は
個
人
住
宅
部
分
の
み
対
象
）

◆
対
象
工
事

・
住
宅
の
維
持
及
び
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う

工
事

・
市
内
の
施
工
業
者
に
依
頼
す
る
工
事

・
工
事
金
額
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
除
く
）

・
未
着
工
の
工
事
で
あ
る
こ
と
（
交
付
決
定
後 

に
着
工
す
る
も
の
）

・
12
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る

も
の

※
交
付
決
定
後
、工
事
費
が
変
更
と
な
る
場
合
、

助
成
金
の
増
額
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
年
度
途
中
で
終

了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
（
様
式

　

第
１
号
）
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
商
工
観
光
課
で
取
得

②
市
税
等
納
付
状
況
確
認
に
関
す
る
承
諾
書
（
様
式
第
２
号
）

③
工
事
見
積
書
の
写
し
（
助
成
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム
と
そ
の
他

　

の
工
事
を
分
け
た
も
の
で
施
工
業
者
の
名
称
、
所
在
地
、

　

電
話
番
号
の
記
載
及
び
捺
印
の
あ
る
も
の
）

④
住
民
票
謄
本
（
家
族
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑤
固
定
資
産
評
価
証
明
書
（
建
築
物
に
関
わ
る
部
分
）

⑥
現
況
写
真
（
日
付
入
）
及
び
自
宅
周
辺
地
図

⑦
建
築
確
認
済
証
の
写
し
（
建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
工
事

　

の
場
合
に
限
る
）

⑧
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

工
事
金
額

助
成
金

20
万
円
以
上

１
０
０
万
円
未
満
の
工
事

対
象
工
事
費
の
10
％

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

１
０
０
万
円
以
上
の
工
事

10
万
円

助
成
条
件

※
本
事
業
の
助
成
は
同
一
の
住
宅
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。

受
付
開
始
日

※
工
事
内
容
は
一
例
で
す
。
詳
し
く
は
商
工
観

光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
工
事
（
例
）

申
請
に
必
要
な
書
類

②　市へ交付申請（４月１日から）

③　工事着工～完了

④　実績報告

⑤　市へ補助金交付請求

・12 月 31 日までに完了

・申込状況により年度途中で
終了する場合があります

①　市内業者から見積りをとる

・完了後 30 日以内に報告

市が交付決定通知

市が交付確定通知

既
存
住
宅
の
増
築
・
改
築
工
事
、
浴
室
・
キ
ッ

チ
ン
・
ト
イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、換
気
・
電
気
・

ガ
ス
な
ど
の
設
備
工
事
、
オ
ー
ル
電
化
住
宅

工
事（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
除
く
）、
外
壁
張
り
替

え
・
塗
装
工
事
、
床
・
内
壁
・
天
井
の
内
装

工
事
、
バ
ル
コ
ニ
ー
・
サ
ン
ル
ー
ム
の
改
修
・

新
設
、
耐
震
補
強
工
事
、
屋
根
の
工
事
な
ど

助成金申請手続の流れ

を
支
援
し
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
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療
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
○
往
診
し
て
く

れ
る
医
者
が
、ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

医
者
の
リ
ス
ト
が
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
の
で

は
な
い
か
。○
脳
梗
塞
な
ど
の
対
応
の
た
め
に
、

中
核
病
院
を
早
く
建
て
て
ほ
し
い
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
道
路
の
歩
道
に
草
が
生
え
て
い
る
が
、
歩
道

の
土
砂
を
撤
去
す
れ
ば
生
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。
○
市
民
病
院
は
眼
科
の
評
判
が
良
い
が
、

白
内
障
の
手
術
率
が
低
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

■
空
き
家
問
題
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

○
税
金
対
策
の
た
め
に
家
を
壊
さ
ず
引
っ
越

し
た
人
が
い
て
、
防
犯
上
困
っ
て
い
る
。
○
更

地
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
市
の
特
例
で
制
定
し
、

実
施
し
て
は
い
か
が
か
。

■
市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

○
日
に
よ
っ
て
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い

時
が
あ
る
。
他
に
情
報
を
聞
く
手
段
は
な
い

か
。
○
災
害
時
、
常
総
市
で
は
危
険
箇
所
に
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
。
筑
西
市
も
導
入
し
た
ら

ど
う
か
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
な
ど
の
鉄
道
を
筑

西
市
ま
で
延
伸
す
れ
ば
、
人
口
流
出
を
食
い
止

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
○
明
野
工
業
団
地

に
は
、
い
つ
企
業
が
来
る
の
か
。

■
小
学
校
の
統
廃
合
を
含
め
た
小
中
一
貫
教
育

に
つ
い
て

○
単
学
級
の
あ
る
小
規
模
学
校
に
つ
い
て
、
対

応
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。
○
中
学
校
入
学
に

際
し
、
不
登
校
や
い
じ
め
が
発
生
す
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
は
筑
西
市
で
も
あ
る
の
か
。

■
市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

○
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
が
県
内
組
織
率
に

比
べ
て
低
い
。組
織
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
が
、
設
置
率
が
低
い
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
道
の
駅
は
近
隣
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
特

色
の
あ
る
施
設
に
し
な
い
と
人
が
集
ま
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
○
大
谷
川
河
川
敷
へ
の
粗
大

ご
み
の
不
法
投
棄
が
多
い
。

■
鬼
怒
川
堤
防
の
改
修
を
含
む
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
田
川
の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
○
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
ホ
テ
ル
を
利

用
し
て
は
ど
う
か
。
○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
看

板
と
し
て
掲
示
し
た
ら
ど
う
か
。

■
中
核
病
院
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

に
つ
い
て

○
中
核
病
院
の
収
入
増
の
た
め
、
駐
車
場
の
有

料
化
や
人
間
ド
ッ
ク
の
充
実
な
ど
、
他
の
病
院

を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。
○
医
師
や
看
護
師

の
確
保
に
は
、
住
宅
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
教
育
環
境
や
交
通
環
境
な
ど
の
整
備

も
必
要
で
あ
る
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
通
学
路
の
歩
車
道
分
離
の
白
線
が
消
え
か

か
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た

め
に
、
定
期
的
に
見
回
り
を
し
て
ほ
し
い
。
○

川
島
消
防
出
張
所
の
老
朽
化
が
激
し
い
。
ぜ
ひ

新
し
い
出
張
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
の
り
愛
く
ん
は
見
直
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券

に
し
た
方
が
利
便
性
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

■
筑
西
幹
線
道
路
の
開
通
に
と
も
な
う
通
学

路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
筑
西
幹
線
道
路
と
通
学
路
の
交
差
点
に
、
優

先
的
に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
○
筑
西

幹
線
道
路
と
河
川
沿
い
の
道
路
と
の
交
差
点

（
ト
ン
ネ
ル
）
の
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る
。

■
在
宅
医
療
つ
い
て

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
の
在
宅
医

６
月
23
日

河
間
公
民
館

嘉
田
生
崎
小
学
校
区
10
月
22
日

嘉
田
生
崎
公
民
館

嘉
田
生
崎
小
学
校
区

参
加
者
39
人

11
月
25
日

明
野
公
民
館

大
村
小
学
校
区

参
加
者
27
人

１
月
29
日

伊
讃
公
民
館

伊
讃
小
学
校
区

参
加
者
33
人

２
月
12
日

川
島
出
張
所

川
島
小
学
校
区

参
加
者
50
人

市政懇談会は、市民団体・グループを対象とした懇談会も開催
します。ご希望の場合は、広報広聴課にお問い合わせください。
■内容＝あらかじめ設定したテーマを踏まえた意見交換と市
政の課題についてのフリートーク　
■問い合わせ＝広報広聴課（本庁２階）内線314
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４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に

「
中
古
住
宅
」も
対
象
と
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

を
図
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
若
者
・
子
育
て
世
代

の
住
宅
取
得
を
支
援
す
る
奨
励
金
交
付
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
中
古
住
宅
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
を
取
得
し
筑
西
市
へ

転
入
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
市
内
に
お
住

ま
い
の
人
が
新
築
住
宅
（
建
替
え
含
む
）
や
中

古
住
宅
を
取
得
し
て
、
引
き
続
き
筑
西
市
に
住

む
場
合
も
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
実
施
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　　
　

新
築
（
建
替
え
含
む
）
又
は

建
売
な
ど
完
成
か
ら
１
年
以
内
の
未
使
用
の
住

宅
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

・
居
住
部
分
の
延
べ
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
住
宅

・
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
建
物
の
所
有
権

保
存
（
又
は
移
転
）
登
記
を
し
た
住
宅

・
建
築
基
準
関
係
法
令
に
適
合
す
る
住
宅

　
　
　
　
　　
　

建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
住
宅
又
は
完
成
か
ら
１
年
を
超
え
る
住
宅

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
の
建
築
基
準
法
の

耐
震
基
準
を
満
た
す
こ
と

・
居
住
部
分
の
延
べ
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

・
親
族
（
３
親
等
以
内
）
か
ら
購
入
し
た
住
宅

で
な
い
こ
と

・
購
入
価
格
又
は
購
入
価
格
と
修
繕
費
用
の
総

額
が
３
０
０
万
円
（
土
地
代
含
む
。
税
込
み
）

以
上
で
あ
る
こ
と

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

に
建
物
の
所
有
権
保
存
（
又
は
移
転
）
登
記

を
し
た
住
宅

・
対
象
住
宅
に
住
み
、
引
き
続
き
５
年
以
上
定

住
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と

・
対
象
住
宅
の
２
分
の
１
以
上
の
所
有
権
を
確

認
で
き
る
こ
と

・
申
請
す
る
日
に
、
申
請
者
が
40
歳
以
下
で
、

世
帯
に
、
出
生
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
の
年

度
末
ま
で
の
子
が
い
る
か
、
40
歳
以
下
の
配

偶
者
が
い
る
こ
と

※
こ
の
他
に
も
、
細
か
い
要
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
新
築
完
成
又
は
住
宅
取
得
後
１
年
以
内
で
、

住
宅
の
所
有
権
保
存
（
又
は
移
転
）
登
記
後

６
か
月
以
内

対
象
と
な
る
住
宅
は
？

申
請
で
き
る
人
は
？

申
請
の
期
限
は
？

　
　
　
　
　　
　

新
築
（
建
替
え
含
む
）
又
は

◉
新
築
住
宅

　
　
　
　
　　
　

建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

◉
中
古
住
宅

若
い
人
や
子
育
て
世
代
の

〜
若
者
・
子
育
て
世
代
住
宅
取
得
応
援
事
業
〜

対
象
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
！住

宅
取
得
を
応
援
し
ま
す

新築・建売・中古住宅購入に
１
世
帯50万円住宅取得

奨 励 金

筑西市に住みませんか？

企
画
課 

地
方
創
生
推
進
室

　
　
　
　
　
（
本
庁
３
階
）
内
線
４
８
８

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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る
の
か
聞
き
た
い
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
公
園
内
の
ト
イ
レ
が
汚
い
の
で
、
維
持
管

理
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
○
通
学
路
に
歩
道

が
無
い
。
歩
道
設
置
が
難
し
け
れ
ば
、
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

■
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
含
め
た
今
後
の
学

校
運
営
に
つ
い
て

○
す
ぐ
に
統
廃
合
す
る
こ
と
は
無
い
と
聞
い

た
が
、
ど
う
な
の
か
。
○
統
廃
合
し
た
場
合
、

通
学
用
巡
回
バ
ス
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

■
空
き
家
及
び
独
居
老
人
対
策
に
つ
い
て

○
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
空
き
家
も
あ
る
と

思
う
が
、
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

■
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て（
人
口
減
少
問
題
な
ど
）

○
勤
め
先
が
少
な
く
、
働
く
た
め
に
都
会
へ
出

て
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
来
な
い
人
が
多
い
。
も
っ

と
企
業
を
誘
致
す
る
べ
き
で
あ
る
。
○
中
核
病

院
が
で
き
る
の
で
、
医
療
系
大
学
を
誘
致
す
れ

ば
若
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

■
小
学
校
の
統
廃
合
を
含
め
た
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
９
年
間
で
一
貫
教
育
を
行
う

義
務
教
育
学
校
と
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
な
の

か
。
○
統
廃
合
で
地
元
の
小
学
校
が
無
く
な
る

と
人
口
が
減
る
。
小
さ
い
学
校
に
は
小
さ
い
学

校
の
良
さ
も
あ
る
。

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
空
き
家
が
増
え
て
防
犯
上
危
険
で
あ
る
。

■
少
子
化
対
策
の
強
化
策
と
小
学
校
統
廃
合

問
題
の
今
後
に
つ
い
て

○
少
子
化
対
策
と
し
て
の
婚
活
を
市
が
予
算

化
し
て
、
企
画
・
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
○
明
野
地
区
は
小
中
一
貫
教
育
校

の
候
補
地
区
と
聞
い
た
が
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

■
中
核
病
院
の
診
療
体
制
（
科
目
な
ど
）
と

通
院
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

○
中
核
病
院
に
は
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
産
婦
人
科
や
小
児
科
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
○
病
院
経
営
は
公
設
公
営
で
は
維
持
で

き
な
い
。
ど
の
よ
う
な
運
営
形
態
を
考
え
て
い

■
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

○
集
落
へ
の
進
入
路
が
狭
く
消
防
車
が
入
れ

な
い
。
道
路
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。
○
土
地

改
良
が
済
ん
だ
区
域
内
の
道
路
が
未
舗
装
の

ま
ま
だ
が
、
舗
装
で
き
な
い
か
。

■
中
核
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

○
医
師
確
保
の
た
め
、
医
師
修
学
資
金
貸
与

制
度
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。
○
診

療
科
目
は
何
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
○
市

民
は
、
中
核
病
院
が
ど
ん
な
病
院
か
よ
く
知

ら
な
い
。
も
っ
と
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
は
返
礼
品
を
送
付
し
て
い

る
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
実
際
の
納
付
額

　
市
で
は
、
須
藤
茂
市
長
が
市
政
運
営
の
方
針
や
現
状
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
話
し
す
る
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
市
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
小
学
校
区
単
位
で
「
市
政
懇
談
会
」
を
順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
８
小
学
校
区
で
開
催
し
た
「
市
政
懇
談
会
」
の
中
で
い
た
だ
い
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
主
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
報
告
し
ま
す
。 

市
長
と
語
ろ
う！

市
長
と
語
ろ
う

ち
く
せ
い
市
政
懇
談
会

６
月
23
日

河
間
公
民
館

河
間
小
学
校
区

参
加
者
40
人

７
月
31
日

明
野
公
民
館

上
野
小
学
校
区

参
加
者
35
人

８
月
25
日

中
公
民
館

中
小
学
校
区

参
加
者
42
人

９
月
29
日

協
和
公
民
館

古
里
小
学
校
区

参
加
者
34
人

平成27年度
開催報告
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予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
、
感
染
症
が
流
行
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
や
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
、
ま
た
は
、
か
か
っ
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

対
象
期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

■以下の予防接種は、４月から対象が変わります

ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチン
■１期 ： １歳の誕生日前日～２歳の誕生日前日
■２期 ： 小学校入学前の１年間（平成 22年４月２日～平成 23年４月１日生まれ）

成人用肺炎球菌ワクチン（65歳以上）
　肺炎は日本人の死因の第３位であり、死亡者の約 95％は 65 歳以上です（厚生労働
省人口動態統計（確定数）2014 年）。肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌による肺炎など
の感染症を予防し、重症化を防ぐためのワクチンです。平成 26 年 10 月から平成 30
年度までの５年間に、１人１回定期接種の機会を設けています。

健康カレンダー
５ ～ ８ ペ ー ジ

問保健予防課（スピカ３階）☎２２－０５３５

■対　象

過去１度も肺炎球菌ワクチンを接種したことがない①②の人
※自費接種でも対象外です。
①次の生年月日に該当する人
　65歳：昭和 26年４月２日生～昭和 27年４月１日生　
　70歳：昭和 21年４月２日生～昭和 22年４月１日生
　75歳：昭和 16年４月２日生～昭和 17年４月１日生 
　80歳：昭和 11年４月２日生～昭和 12年４月１日生 
　85歳：昭和 6 年４月２日生～昭和 7年４月１日生
　90歳：大正 15年４月２日生～昭和 2年４月１日生
　95歳：大正 10年４月２日生～大正 11年４月１日生
　100歳：大正５年４月２日生～大正 ６年４月１日生
② 60 歳以上 65歳未満で障害者手帳（内部障害 1級）所持者
心臓・じん臓又は呼吸器の機能に障がいを有する人及びヒト
免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいを有する人　

　※ ひ臓摘出の手術をされた人で保険適応可能な人は助成対象外

■助成回数 生涯に 1回限り

■助成期間 平成 28年 4月 1日（金）～平成 29年 3月 31日（金）

■接種料金  医療機関の定めた接種料金から 3,000 円（市の助成）を
差し引いた金額

■接種場所
 市内の医療機関で接種希望の場合は、予防接種協力医療機関（７
～８ページ）を参照してください。市外・県外の一部医療機関
でも接種可能です。希望者は、保健予防課までご相談ください。

■持参品 保険証、接種助成券、接種料金　※予診票は医療機関にあります。

健康カレンダー
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　　   筑西市健康カレンダー

元
気
な
と
き
こ
そ

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う！

「
健
康
」
は
大
切
な
人
へ
の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す

　

国
民
の
医
療
費
の
約
３
分
の
１
、

死
亡
原
因
の
約
６
割
は
生
活
習
慣
病

が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
と
は
、
不
適
切
な

食
生
活
や
運
動
不
足
、過
度
の
飲
酒
・

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
「
生
活

習
慣
の
ゆ
が
み
」
の
積
み
重
ね
が
原

因
で
発
症
す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

　

健
康
を
維
持
す
る
に
も
、
病
気
と

闘
う
に
も
、
ま
ず
は
自
分
自
身
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
健
診
の

結
果
は
、健
康
上
の
問
題
を
指
摘
し
、

日
々
の
生
活
の
方
向
付
け
を
す
る
羅

針
盤
の
役
目
を
し
て
く
れ
ま
す
。
健

診
の
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら
、
健
康

維
持
・
増
進
の
た
め
、
問
題
点
の
解

決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
か
ら
だ
」
の
状
態
は
、
１
年
間
で

１
年
に
１
回
「
か
ら
だ
」
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

■母子健康手帳　■妊婦・育児の相談、教室　■乳幼児健診　■保健指導
■健康教室　■健康相談　■予防接種　■成人健診　■女性検診
■献血　■夜間休日診療所　■ＡＥＤ　■医療福祉費支給制度
■はぐくみ医療費支給制度　■未熟児養育医療給付事業　■人間ドック・脳ドック

健康に関する情報が
盛りだくさん！

問保健予防課（スピカ３階）
☎２２－０５３５

変
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
も
と
に
な
る
血
圧
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
値
な
ど
の

異
常
は
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
も

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
。「
忙
し
い
し
、
毎
年
受
け
な
く

て
も
い
い
か
な
」「
症
状
も
な
い
し
、

健
康
だ
か
ら
」「
普
段
か
ら
病
院
で

診
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
」
な
ど
と

考
え
ず
、
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回

は
健
診
を
受
け
て
、「
か
ら
だ
」
の

点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
の
た
め
に
、
成
人
健
康
診
査
（
早

朝
健
診
、
40
歳
か
ら
の
健
診
、
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
、
女
性
検
診
）
や
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
（
ピ
ー
プ
ル

４
月
１
日
号
）
と
同
時
配
布
さ
れ
た

「
平
成
28
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー（
保

存
版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
他
に
も
健
康
に
関

す
る
情
報
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
家
庭
で
保
管
し
、
健
康
な

１
年
を
過
ご
す
た
め
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　　   
■母子健康手帳　■妊婦・育児の相談、教室　

今
号
と

同
時
配
布

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
、

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

問診（服薬・喫煙歴など）・身体計
測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）
血圧測定・尿検査・脂質検査（中性
脂肪、ＨＤＬ・ＬＤＬコレ
ステロール）・肝機能検査
（ＡＳＴ、ＡＬＴ、γーＧＴ）
腎機能検査（クレアチニン）
血糖検査（ヘモグロビンＡ１ｃ）

健診の基本的な検査項目
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筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
の

　
　

 
渡
邉
博
文
さ
ん
逝
去

　
元
（
株
）
三
省
堂
教
材
シ
ス
テ
ム
取
締
役
で
、
筑
西
ふ

る
さ
と
大
使
の
渡わ

た
な
べ邉

博ひ
ろ
ぶ
み文

さ
ん
（
東
京
都
）
が
、
平
成
28

年
２
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
82
歳
で
し
た
。

　
渡
邉
さ
ん
は
昭
和
８
年
、

旧
真
壁
郡
黒
子
村
生
ま
れ
。

辞
書
や
教
科
書
、
教
材
な

ど
、
教
育
・
学
習
分
野
の

出
版
で
知
ら
れ
る
（
株
）

三
省
堂
の
商
品
管
理
部
長
、

総
務
部
長
を
歴
任
さ
れ
、

昭
和
59
年
か
ら
平
成
６
年

平成24年11月、第１回筑西
ふるさと大使交流会にて

募集
期間

４
月
５
日
（
火
）
〜
５
月
６
日
（
金
）

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
、
今
後
の
少
子
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
施
設

案
の
閲
覧
・
配
布
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
行
政
改
革
推
進
課
（
本
庁
２
階
）、
各
支
所
及
び

川
島
出
張
所
、
ち
く
せ
い
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
（
し
も
だ
て

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」
２
階
）

※
閲
覧
・
配
布
は
、
各
施
設
の
業
務
時
間
内
で
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　
募
集
期
間
中
に
、
担
当
課
に
郵
送
（
〒
３
０
８

－

８
６
１
６ 

下
中
山

７
３
２
番
地
１
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
か
、
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、「
筑

西
市
公
共
施
設
適
正
配
置
の
た
め
の
基
本
方
針
」

を
策
定
し
ま
す
。

筑
西
市
公
共
施
設
適
正
配
置

　
　
　
　
の
た
め
の
基
本
方
針（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
小
中
学
校
や
集
会

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、
施
設
の
類

型
ご
と
に
適
正
配
置
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
す
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
行
政
改
革
推
進
課
（
本
庁
２
階
） 
内
線
３
１
７

gyousei@
city.chikusei.lg.jp

メール

24
ー
７
３
３
３

ＦＡＸ

ま
で
、（
株
）
三
省
堂
教
材
シ
ス
テ
ム
取
締
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
元
年
か
ら
同
５
年
ま
で
、三
省
堂
企
画（
株
）及
び（
株
）

三
省
堂
教
育
図
書
の
取
締
役
を
兼
務
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
み

な
さ
ん
に
、
市
の
魅
力
を
全
国
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
知
名
度
向
上

を
図
る
「
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
」
を
委
嘱
。
ふ
る
さ
と
大
使
と
市
の

意
見
交
換
の
場
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
大
使
交
流
会
」
に
は
毎
回
出
席

さ
れ
、
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
提
言
さ
れ
る
な
ど
、
市

の
魅
力
発
信
と
知
名
度
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
６
年
か
ら
は
「
い
ば
ら
き
大
使
」
と
し
て
、
県
の
知

名
度
向
上
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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毎
年
健
診
を
受
け
て
い
る
人
は
、
死
亡
率
が

男
性
26
％
、
女
性
39
％
も
低
い
！

※ 

健
診
を
受
け
る
だ
け
で
死
亡
率
が
低
下
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
健
診
後
に
異
常
が
あ

れ
ば
き
ち
ん
と
医
療
機
関
を
受
診
し
、
ま
た
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
が
悪
化
し
に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
）

40 歳からの健診・早期健診▶
５月10日（火）から始まります。対象者には健診開始約１か月前に「受診券」を郵送します。

■ 

発
送
時
期

　
明
野
地
区
：
４
月
下
旬　
関
城
地
区
：
５
月
中
旬

　
下
館
地
区
：
６
月
上
旬　
協
和
地
区
：
10
月
中
旬

　
 

※ 
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
又
は
受
診
券
に
同
封
の
日
程
表
で
確
認
の
う

え
、都
合
の
良
い
日
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
発
送
の
対
象
と
な
る
人

　
① 

平
成
28
年
度
40
・
41
・
46
・
51
・
56
・
61
歳
に
な

る
人

　
② 

筑
西
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74

歳
の
人

　
③ 

筑
西
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
40
〜
74
歳
で
、
平

成
25
〜
27
年
に
成
人
健
康
診
査
を
受
け
た
人

　
　

 

※ 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
場
合
に
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
組
合
発
行
の
「
特
定
健
康
診

査
受
診
券
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
険

組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
④ 

39
歳
以
下
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
、
平
成

25
〜
27
年
度
に
成
人
健
康
診
査
を
受
け
た
人

■
健
診
当
日
の
持
参
品

　
保
険
証
、
受
診
券
、
健
診
の
自
己
負
担
金

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査

今
ま
で
市
の
健
診
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
平

成
28
年
度
41
・
46
・
51
・
56
・
61
歳
に
な
る
人
は
、

無
料
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
 

申
込
方
法
が
「
専
用
は
が
き
」

に
変
更
に
な
り
ま
し
た

  　
検
診
希
望
者
は
、「
平
成
28
年
度
筑
西
市

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
16
ペ
ー
ジ
の
専
用
は
が

き
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

乳がん・子宮頸がん検診  　▶

年齢により受けられる検査項目　▶ 対象：検診日に市内に住所を有する人

■
検
診
は
定
期
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い

　

 　
乳
が
ん
は
、
40
〜
50
歳
代
と
い
う
比
較
的

若
い
年
代
に
多
く
、罹り

か
ん患

（
病
気
に
か
か
る
）

率
、
死
亡
率
と
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
乳
が
ん
よ
り
更
に
若
い
年
代

の
罹
患
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
発
症
の
ピ
ー

ク
は
30
歳
代
半
ば
で
す
。
ど
ち
ら
も
早
期
に

発
見
で
き
れ
ば
治
る
確
率
が
高
い
の
で
、
ぜ

ひ
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 　

 

※ 

自
覚
症
状
（
不
正
出
血
・
し
こ
り
・
乳

汁
分
泌
な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者
に
医
療
機
関
検
診
受
診
券
と

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送

　

 　
平
成
28
年
度
➊
➋
の
年
齢
に
な
る
人
に
、

医
療
機
関
検
診
受
診
券
と
対
象
項
目
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
す
。

　

 

➊ 

21
歳
：
子
宮
頸
が
ん
検
診　

　
 

➋ 

41
歳：乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

対象年齢
乳がん検診 子宮頸がん検診

自己負担金超音波検査 マンモグラフィ
検査

子宮頸部
細胞診検査

20 ～ 29歳 × × 〇 ■集団検診
　乳がん検診　　　1,000円
　子宮頸がん検診　1,000円
■医療機関検診
　乳がん検診　　　2,000円
　子宮頸がん検診　2,000円

30～ 40歳 〇 × 〇
41歳以上の偶数年度生まれ × 〇 〇
42歳以上の奇数年度生まれ 〇 × 〇
※ 41 ～ 49 歳の人は、乳がん検診実施指針により、マンモグラフィ検査は２方向です。
※生年月日（生まれた年度）により受けられる検診項目が決まっていますので注意してください。

健康カレンダー
９～ 14 ページ

健康カレンダー
15～ 17ページ
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広　告広　告
10

▶
副
市
長
　
石
井
正
氏

　

４
月
１
日
か
ら
石い

し
い井

正た
だ
し

氏
が
筑

西
市
副
市
長
へ
就
任
す
る
こ
と
が
、

平
成
28
年
第
１
回
筑
西
市
議
会
定
例

会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
昭
和
43
年
10
月
旧
下

館
市
に
採
用
、
平
成
17
年
３
月
筑
西

市
総
務
部
長
、
平
成
19
年
４
月
筑
西

市
市
長
公
室
長
を
歴
任
し
、
平
成
21

年
３
月
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
市
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
戸
家
庭
裁
判
所
家
事
調

停
委
員
と
し
て
も
、
地
域
の
紛
争
解

決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
４
月
１
日
付
け
で
副
市
長
職
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
石
井
正
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
市
の
副
市
長
と
し
て
市

長
を
支
え
、
新
中
核
病
院
の
整
備
や

人
口
減
少
対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題

の
解
決
・
実
現
に
向
け
、
全
力
で
あ

た
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

の
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」。

　

ス
ピ
カ
ビ
ル
（
ス
ピ
カ
・
ア
セ
ッ

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
株
））
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
移
転
に
先
駆
け
、
下

館
駅
前
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
ス

ピ
カ
ビ
ル
『
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
』
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
２
月
22
日
か
ら

５
階
フ
ロ
ア
全
域
で
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
方

式
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
東
南
の
角
に
ソ
フ
ァ
ー
、

フ
ロ
ア
中
央
の
南
側
ガ
ラ
ス
窓
側
に

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
西
南
の
角
に
机

と
椅
子
を
設
置
し
、「
く
つ
ろ
ぎ
」

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

筑
波
山
は
も
ち
ろ
ん
、
蒸
気
機
関

車
の
発
着
や
、
遠
く
は
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
富
士
山
が
望
め
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
で
利

用
し
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
付
け
で
、
副
市
長
に

石
井
正
氏
が
就
任

ス
ピ
カ
ビ
ル
「
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！▲中央フロアのハイカウンターでは、

筑波山を望みながらインターネットや
読書などをしてくつろげます。

▶
牛
舎
の
見
学

▲浅草法人会女性部と（有）ファームオアシスのみなさん

い
ち
ご
狩
り
な
ど
で

台
東
区
と
交
流

　

市
で
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
と
し

て
、
台
東
区
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
は
、
筑
西
市
へ
は
初
め
て
の

訪
問
と
な
る
「
浅
草
法
人
会
女
性
部
」
の
み

な
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、（
有
）フ
ァ
ー
ム
オ
ア
シ
ス

（
篠し

の
ざ
き崎

毅た
け
し

代
表
取
締
役
・
深
見
）の
ご
協
力
で
、

牛
舎
見
学
と
い
ち
ご
狩
り
を
体
験
。
み
な
さ
ん

は
、
間
近
で
見
る
牛
の
大
き
さ
に
驚
き
な
が

ら
も
、
牛
を
飼
育
す
る
上
で
の
苦
労
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
。
ま
た
、
摘
み
た
て
の

い
ち
ご
に
「
新
鮮
だ
か
ら
と
て
も
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
体
験
後
に
は
、
朝
に
採
れ
た
牛
乳
と
い
ち
ご
を
使
用
し
た

洋
菓
子
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
市
内
の
施
設
見
学
を
行
う
な

ど
、筑
西
市
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◀
▼
い
ち
ご
狩
り

◀
ケ
ー
キ
の
試
食

行 政 ニ ュ ー ス



　

地
域
の
安
全
を
守
る
市
消
防
団

（
野の

ざ
わ澤

信の
ぶ
あ
き明

団
長
）
の
第
９
分
団

（
内う

ち
た田
勝か

つ
ゆ
き之
分
団
長
）、
第
15
分
団

（
菊き

く
ち池

尚な
お
い
ち一

分
団
長
）、
第
31
分
団

（
古ふ

る
は
し橋
正ま

さ
と人
分
団
長
）、
第
38
分
団

（
箱は

こ
じ
ま島
裕ゆ

た
か

分
団
長
）
の
消
防
ポ
ン
プ

車
が
更
新
さ
れ
、
２
月
21
日
、
筑
西

消
防
署
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
火
災
な
ど
の
有
事
に
お
け

る
迅
速
な
出
動
態
勢
を
整
え
る
た

め
、
消
防
団
の
環
境
整
備
を
年
次
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
車
両

は
、
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
貯
水
槽
と

動
力
噴
霧
器
を
備
え
、
水
の
確
保
が

難
し
い
場
所
で
の
初
期
消
火
活
動
な

ど
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　 

平
成
27
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
県
庁
講
堂
で
行
わ
れ
、
健
康

づ
く
り
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

鳥
生
厚
夫
さ
ん
と
初
澤
弘
子
さ
ん
が

知
事
賞
を
、
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
保
健
福
祉
部
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

▶
鳥
生
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
県

内
各
地
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
積

極
的
に
開
催
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
じ
た
県
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
県
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
・
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
役
員
を
歴
任
し
、
会
の

運
営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▶
初
澤
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
市

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
健
康
料

理
教
室
の
開
催
や
食
育
推
進
運
動
を

11

積
極
的
に
行
い
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
及
び
市
の
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
役
員
を
歴
任
し
、
会
の
運
営
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
とりゅう

生 厚
あつ お

夫さん
（藤ケ谷）

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

叙
　
勲

　昭和 23 年に下館小学校に赴
任。絹川小や城南小、結城小な
どの校長を歴任し、下館中学校
校長として昭和 63 年に退職さ
れるまで教育振興に尽力されま
した。退職後は、民生委員児童
委員、社会福祉協議会理事とし
て活躍され、県市長会自治功労
者として表彰を受けています。
「名誉ある章をいただき光栄で
す。心から感謝しております」。

　昭和 24 年に下館中学校に赴
任。関城中、上野小、桃山中、
七重小などに在職され、昭和
63 年に関城町立東小学校校長
として退職された後も、関城
幼稚園長、関城町教育長を務
め、教育の振興と生涯学習の
発展に寄与されました。「栄誉
ある章を拝受しうれしく思い
ます。これもひとえにみなさま
のおかげと感謝しております」。

✿瑞宝双光章

元公立学校校長

齊
さいとう

藤　昭
あきら

さん

（88歳・辻）

✿瑞宝双光章

元公立学校校長

木
きしろ

城　敏
としお

雄さん

（88歳・本城町）

市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

初
はつざわ

澤 弘
ひろ こ

子さん
（笹塚）

　

市
民
団
体
主
催
の
親
子
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
用
に
、
授
乳
・
お
む

つ
替
え
用
テ
ン
ト「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
貸
し
出
し
ま
す
（
無
料
）。

○
利
用
可
能
日
＝
４
月
18
日
（
月
）
〜

○
貸
出
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
＝
市
民
団

体
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

親
子
で
参
加
で
き
る
も
の

○
申
込
・
利
用
方
法
＝
①
利
用
日
の

５
日
前
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
申
請
書
を
提
出
（
申
請
書
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
②
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
は
、「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
」
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

問

　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会（
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

☎
22-

５
１
９
１

申

行 政 ニ ュ ー ス
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下館駅周辺がひな祭り
一色に華やぐ

　２月６日から３月 13日まで、ア
ルテリオを中心とする下館駅周辺
で、「筑西雛祭りひなめぐり」（笑店
街プロジェクト主催）が開催され
ました。アルテリオでは、２月 27
日に 21 段の巨大ひな壇が飾られ、
28日にはＪＡＺＺコンサートが開
催されるなど、訪れた人を楽しませ
ました。

大きくなって戻ってき
てね　  ～鮭の稚魚放流

　２月14日、勤行緑地で、しもだて
紫水ロータリークラブ（滝

たきた
田宗

もとひろ
浩会

長）主催の「鮭の稚魚放流会」が行
われました。イベントには親子連れ
など約 200 人が参加し、鮭の稚魚
約２万匹を勤行川に放流しました。
　また、２月 18日には同じ会場で、
勤行川の花と緑とホタルと鮭を守る
会（早

はやせ
瀬勤

つとむ
会長）の協力によって、

河間小学校（袖
そでやま
山恵

けい こ
子校長）の１・

２年生の児童が稚魚を放流し、鮭の
稚魚に「元気でね」「また戻ってきて
ね」と声をかけ笑顔で見送りました。

初公開写真などで波山を偲
しの

ぶ～第13回波山の夕べ
　陶芸家・板谷波山（文化勲章受章
者・市名誉市民）の誕生日にあたる
３月３日、アルテリオで、下館・時
の会（一

いちき
木努
つとむ
会長）主催による「第

13回波山の夕べ」が「波山写真館」
をテーマに開かれました。

　今回のゲストは、ストームチェイサー
（雷などの気象現象を撮影する写真家）
の青
あおき
木豊
ゆたか
さん（玉戸）。青木さんの祖父・

恒
つねいち
一さんが撮影した波山の未公開写真
や波山作の大花瓶が披露されると、場
内から大きな歓声があがりました。

特別公開された彩磁蕗華文大花瓶

田端の工房での波山（青木恒一さん撮影）

春の香りを届ける梅の花
に囲まれて

　約 500 本もの白梅・紅梅の花が
満開を迎えたザ・ヒロサワ・シティ
内の広沢梅園で、３月 12 日と 19
日、梅まつりが開催されました。
　会場には市内外からたくさんの家
族連れが訪れ、無料で振る舞われた
焼き肉や焼きそばなどを味わいなが
らステージ発表を観覧し、春の訪れ
を楽しみました。

わたしの、ぼくの表札
上手にできたよ

　２月17日、県主催の森林体験学習
が明野幼稚園で開催され、年長児39
人が参加しました。森林の大切さを
知ってもらおうと毎年県内の小中学
校を対象に行っているもので、今回
初めて幼稚園で実施されました。
　杉の間伐材に、園児たちがのりで
絵や名前などを書いてバーナーで焼
き付けし、表札や卒園記念で園庭に
飾る特大パネルを作成。また、樫や
椿などの葉を使ってしおりを作った
りと、園児たちは木や葉に触れて、
森林の大切さを学びました。

特大パネルも完成

まちのわだいまちのわだい
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結成15周年を迎え記念
公演～明野ミュージカル

　劇団明野ミュージカル（保
ほさか
坂正

ただひさ
久

団長）が、２月20日・21日に結成
15周年記念公演として、ミュージ
カル『Ｈｏｗ　Ｔｏ　Ｓｕｃｃｅｅ
ｄ～努力しないで出世する方法～』
を上演しました。会場の明野公民館
大ホール「イル・ブリランテ」の客
席を埋め尽くした観客は、キャスト
の熱演に見入りました。
　同劇団は、平成12年に旧明野町
住民参加事業ミュージカルとして旗
揚げ、その後自主運営劇団として独
立し、結成15周年を迎えました。

全国青少年夏の舞踊祭で
ジュニア賞を受賞

　「全国青少年夏の舞踊祭 2015」
（（一社）現代舞踊協会主催）が昨年
８月、なかのＺＥＲＯホール（中野
区）で行われ、作品『月のうさぎに
会いたくて』を演じた羽田モダンバ
レエ研究所のみなさんがジュニア賞
を受賞。３月８日、舞踊祭に出演した
子どもたちの代表が市役所を訪れ、
須藤市長に受賞を報告しました。

動いて、食べて、健康づくり！～筑西健康パーク
◀
介
護
予
防
に
効
果
的
な

セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

▶
超
音
波
骨
量
測
定
（
骨

密
度
の
測
定
）

　３月９日、下館総合体育館で「第
５回筑西健康パーク」が同実行委員
会（水

みずがき
柿啓

ひろ こ
子会長）主催で行われま

した。
　参加した 219 人は、健康づくり
に日頃から取り組むことができる体

操や食生活を学んだり、骨密度など
体の状態を測定したりして、健康へ
の意識を高めました。また、会場内
に市内小学４年生の健康づくり標語
が展示され、参加者により入賞作品
の投票が行われました。

一筆一筆思いを込めた
「鶴」の文字

　２月 14日、しもだて美術館で開
催された「片岡鶴太郎展　還

かんれきくれない
暦紅」

の関連イベントとして、アルテリオ
１階集会室で「片岡鶴太郎サイン会」
が開催されました。
　来場者 1人ひとりに丁寧に対応
する片岡さんに、多くのファンのみ
なさんは感銘を受け、笑顔があふれ
ていました。

まちづくりファンドを利用
して、オペレッタ上演へ

　市民団体などが自主的に行うまち
づくり活動に市が助成する「住民参
加型まちづくりファンド」を利用し
て、７月 10日、明野公民館大ホー
ル「イル・ブリランテ」で「市民の
歌声で文化を繋ぐコンサート」（同
実行委員会主催） が開催されます。
　コンサートでは、市民など約60人
による合唱団「うたのわ」が、ウイー
ンのフォルクス歌劇場専属歌手クリ
スティーネ・カイザーさんとオペレッ
タ（喜歌劇）「こうもり」を披露する
予定で、現在練習を続けています。
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広　告

人人人人人人人人人人輝人人輝人輝人人輝人輝く

（伊讃美・ 82 歳）

関
東
・
東
北
豪
雨
の
被
害

14

（伊讃美・ 82 歳）

関
東
・
東
北
豪
雨
の
被
害

広　告

の
た
め
に
頑
張
っ
た
」
と
み
ん
な
で

喜
び
あ
う
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
咲
い
た
花
を
地
域
の
み
な

さ
ん
に
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
中
澤
さ
ん
た
ち
の
活
動
の
輪

が
広
が
り
、
現
在
は
、
下
館
西
中
学

校
の
生
徒
や
鬼
怒
商
業
高
校
の
生

徒
、
女
性
会
の
み
な
さ
ん
が
清
掃
活

動
や
種
蒔
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
コ
ス
モ
ス
畑
の
除
草

作
業
を
終
え
た
直
後
、
記
録
に
残
る

豪
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
の
水
が
あ
ふ

れ
、
河
川
敷
が
水
没
し
ま
し
た
。
花

畑
の
様
子
が
心
配
で
水
が
引
い
た
後

に
見
に
い
く
と
、
コ
ス
モ
ス
が
な
ぎ

倒
さ
れ
た
り
、
泥
を
被
っ
た
り
無
惨

な
状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
汗
水

流
し
一
緒
に
育
て
て
く
れ
た
仲
間
に

こ
の
状
況
を
ど
う
伝
え
た
ら
い
い

の
会
員
と
と
も
に
環
境
美
化
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

鬼
怒
緑
地
公
園
南
側
（
伊
佐
山
地

先
）
は
、
当
時
、
葦あ

し

な
ど
の
雑
草
が

生
い
茂
り
、
小
さ
い
車
が
や
っ
と
通

れ
る
荒
れ
た
小
道
の
脇
に
は
、
冷
蔵

庫
や
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
の
粗
大
ご
み
が

た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。「
き
れ
い
な
河
川
敷
を
取
り

戻
し
、
花
畑
を
作
ろ
う
」
と
の
思
い

か
ら
、
草
を
刈
り
取
り
、
無
数
の
石

を
拾
い
、
耕
う
ん
機
で
整
地
。
花
畑

が
で
き
る
ま
で
に
大
変
な
時
間
と
労

力
を
費
や
し
た
そ
う
で
す
。

　

中
澤
さ
ん
た
ち
は
、
色
々
な
花
の

種
を
蒔
き
、
花
畑
に
訪
れ
た
人
た
ち

を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。
春
は
ポ
ピ
ー

や
菜
の
花
、
夏
は
ひ
ま
わ
り
や
サ
ル

ビ
ア
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
と
四
季
折
々

に
花
が
咲
い
た
と
き
は
、「
こ
の
日

　
「
最
初
は
雑
草
や
石
こ
ろ
と
の
闘

い
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
」
と
語

る
の
は
、
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会
会
長

の
中
澤
清
一
さ
ん
。

　

平
成
14
年
４
月
に
鬼
怒
川
の
美
し

い
自
然
環
境
を
守
り
育
て
よ
う
と
13

人
で
会
を
設
立
し
、
現
在
は
、
17
人

か
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
」
と

振
り
返
る
中
澤
さ
ん
。
１
か
月
後
、

知
人
か
ら
コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
に
咲

い
て
い
る
と
連
絡
を
受
け
て
見
に
行

く
と
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
が
迎
え
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。「
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
か
ら
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
努
力

が
認
め
ら
れ
、
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会

が
、
魅
力
あ
る
地
域
活
動
や
郷
土
づ

く
り
の
団
体
に
送
ら
れ
る「
第
30
回

手
づ
く
り
郷
土
賞
」で
国
土
交
通
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
来
年
は

15
年
目
の
節
目
の
年
。
こ
の
会
を
た

く
さ
ん
の
人
に
呼
び
か
け
活
動
の
輪

を
広
げ
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
た

中
澤
さ
ん
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
鬼
怒

川
の
美
し
い
風
景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
手
づ
く
り
郷ふ
る
さ
と土

賞
」
で

国
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

四
季
折
々
の
花
を
咲
か
せ

地
域
に
憩
い
の
場
を
提
供

▲昨年９月の豪雨に負けず開花したコスモス

鬼怒川を愛する会の会員や関係者と

中な
か
ざ
わ澤

　
清せ

い
い
ち一

さ
ん

鬼
怒
川
を
愛
す
る
会
会
長

鬼
怒
川
の
美
し
い
風
景
を
取
り
戻
し
た
い
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わが家のアイドル

ちゃん神
か ん べ

戸 日
ひ な た

向葵
（女方）４  月    日生16

くん樋
ひ ぐ ち

口  絢
け ん と

人
（田宿）４  月    日生15

ちゃん天
あ ま の

野  紗
さ な

那
４ （南町）  月    日生14

くん坂
さかもと

本  岳
が く と

斗
（門井）４  月    日生14

くん大
お お わ だ

和田 泰
た い き

生
４ （関本中）  月    日生15

くん渡
わたなべ

部　楽
がく

      
４ （下江連）  月    日生14

上
う え の

野  真
ま み

美ちゃん
４ （灰塚）  月    日生13４ （田中町）  月    日生10

小
お ぐ ら

倉  久
ひ さ と

和くん
４ （野田）  月    日生11
生
な ま い

井  大
た い が

雅くんちゃん廣
ひ ろ せ

瀬 ななみ
４ （徳持）  月  日生 ８

廣
ひ ろ せ

瀬  陽
はるひこ

彦くん
４ （玉戸）  月  日生 ８

くん谷
や じ ま

島  聖
せ な

七
４ （小川）  月  日生 ８

（南町）（南町）（南町）  月    日生４  月    日生４  月    日生14  月    日生

くん谷
や な か

中  咲
さ く と

翔
（嘉家佐和）４  月    日生16

（門井）（門井）  月    日生  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生14  月    日生

くん郡
ぐ ん じ

司  真
ましゅう

朱
（布川）４  月    日生17

（下江連）  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生14  月    日生

ちゃん渡
わたなべ

辺  美
み の ん

望
（小川）４  月    日生18

（関本中）  月    日生  月    日生４  月    日生４４  月    日生４  月    日生15  月    日生

くん大
おおつか

塚  陽
は る と

翔
（布川）４  月    日生20

（女方）（女方）  月    日生４  月    日生４  月    日生16  月    日生

ちゃん川
かわすみ

澄  星
せ な

奈
４ （横塚）  月    日生21

（田宿）  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生15  月    日生  月    日生15  月    日生

ちゃん川
かわすみ

澄  咲
え な

奈
（横塚）４  月    日生20（嘉家佐和）  月    日生４  月    日生４  月    日生16  月    日生

くん瀬
せ ば た

畑  七
な な せ

星
４ （玉戸）  月    日生21

（布川）  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生17  月    日生

くん島
し ま だ

田  翔
か け る

生
４ （桑山）  月    日生22

（布川）  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生20  月    日生  月    日生20  月    日生  月    日生20  月    日生  月    日生20  月    日生

ちゃん塩
し お や

谷　寿
こと

（下中山）４  月    日生23

（横塚）  月    日生  月    日生  月    日生４  月    日生４４  月    日生４  月    日生21  月    日生

ちゃん深
ふ か や

谷  華
か の ん

暖
（下川島）４  月    日生24

（小川）（小川）  月    日生  月    日生４  月    日生４  月    日生18  月    日生  月    日生18  月    日生

くん櫻
さくらい

井  心
あ い と

人
４ （宮後）  月    日生23

（横塚）（横塚）（横塚）  月    日生４  月    日生４  月    日生20  月    日生

くん磯
いそやま

山  蓮
れ お

旺
４ （板橋）  月    日生24（桑山）  月    日生４  月    日生４  月    日生22  月    日生（玉戸）  月    日生４  月    日生４  月    日生21  月    日生

ちゃん横
よこやま

山  美
み ゆ

優
（桑山）４  月    日生30

（下川島）  月    日生４  月    日生４  月    日生24  月    日生

横
よこやま

山 美
み ゆ

優

（下中山）（下中山）（下中山）  月    日生４  月    日生４  月    日生23  月    日生

くん築
つ く い

井  大
だ い ち

知
４ （成井）  月    日生28

（板橋）  月    日生４  月    日生４  月    日生24  月    日生

築築
つ く い

井井 大
だ い ち

知ちゃん河
かわぞえ

添  春
は る ひ

陽
４ （幸町一丁目）  月    日生28

ちゃん瀬
せ ば た

端  望
み は る

暖  
４ （高島）  月    日生26

ちゃん篠
しのざき

﨑  咲
さ あ や

彩
４ （藤ケ谷）  月    日生25

（宮後）（宮後）（宮後）  月    日生４  月    日生４  月    日生23  月    日生

くん風
か ぜ の

野  大
だ い ち

地
（玉戸）４  月    日生28

　平成 27年６月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別②保護者氏名・
郵便番号・住所・電話番号を明記し、４月 28日（木）までに広報広聴課へ。

ちゃん関
せきやま

山 なぎ沙
さ

４ （海老ヶ島）  月  日生 ３
くん鈴

す ず き

木  優
ゆ う は

羽
４ （新治）  月  日生 ７
鈴
す ず き

木 優
ゆ う は

羽ちゃん大
お お き

木  美
み ゆ

侑
４ （関本下）  月  日生 ３
大
お お き

木 美
み ゆみ ゆみ ゆ

侑侑侑 関
せきやま

山 なぎ なぎ なぎ なぎ沙
さ

宮
みやもと

本  はなちゃん
４ （横島）  月  日生３
宮
みやもと

本  はな本  はな本くん海
え び さ わ

老澤 由
ゆ い と

翔
４ （久地楽）  月  日生１
海
え び さ わ

老澤老澤由
ゆ い と

翔 くん宮
み や ね

根 伊
い お り

桜李
４ （松原）  月  日生 １
宮
み や ね

根根伊
い お り

桜李桜李伊桜李伊



【
ぬ
い
ぐ
る
み
ハ
ン
ト
！
】

　

図
書
館
に
隠
れ
て
い
る
ぬ
い
ぐ
る

み
た
ち
を
探
そ
う
！
全
部
見
つ
け
た

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
29
日
（
火
）
〜
４
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
対
象
＝
図
書
利
用

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
12
歳
以
下（
１
人
１
回
の
み
）

【
壁
デ
コ
！
】

▼
日
時
＝
４
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室　
▼
内
容
＝
み
ん
な
で
作
っ
た

折
り
紙
で
図
書
館
玄
関
を
飾
ろ
う　
※
申
込
不
要

【
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
】

　
本
や
絵
本
に
加
え
、春
は
雑
誌
も
リ
サ
イ
ク
ル
！

▼
期
間
＝
４
月
29
日（
金・祝
）〜
５
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
▼
場
所
＝
視
聴
覚
室　

※
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
中
央
図
書
館
又

は
明
野
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
環
境
整
備
、
資
料
の
整
理
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
企
画
展
示
の
装
飾
作
成
な
ど　
▼
活
動

期
間
＝
４
月
１
日（
金
）〜
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

（
都
合
の
良
い
日
、
時
間
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◉
中
央
図
書
館

【
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ
】

▼
日
時
＝
４
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー　
▼
内
容
＝
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
（
月
１
回
、
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
）

【
映
画
会
】

▼
日
時
＝
４
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
〜　
▼
場

所
＝
視
聴
覚
室　
▼
上
映
作
品
＝
『
ロ
ー
マ
の
休

日
』（
１
１
８
分
・
日
本
語
吹
替
版
）
※
申
込
不
要

【
１
日
図
書
館
司
書
体
験
】

▼
日
時
＝
５
月
５
日
（
木
・
祝
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午　

▼
対

象
＝
小
学
４
〜
６
年
生　

▼
定

員
＝
先
着
５
人　

▼
申
込
み
＝

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
（
電
話
申
込
不
可
）

◉
明
野
図
書
館

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ブ
】

　

視
聴
覚
室
を
幼
児
と
保
護
者
に
開
放
し
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。（
午

前
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

や
子
育
て
相
談
が
あ
り
ま
す
）
▼
日
時
＝
４
月
６

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
・
場
所
＝

４
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
・
児
童
室

４
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
・
視
聴
覚
室

明 野 図 書 館

お
す
す
め
本
紹
介

りきしの春
作／春風亭　昇太　絵／本　秀康
編／ばば　けんいち【あかね書房】
小学生のたかのつめくんは、相撲が大好き。わき
目もふらず、真っ直ぐトコトン相撲の稽古に打ち
込んでいると…。春風亭昇太の新作落語を、イラ
ストレーター・漫画家の本秀康が絵本化。

著／石橋　吾朗【双葉社】

刑事ってそもそも何？隣人トラブルに警察はどう対応し
てくれる？パトカーと普通自動車の性能の違いは？ノン
キャリアから昇進可能な最高ポスト・警視長にまで上り
詰めた著者が、警察の仕組みや使いこなし方を教える。

元警察署長が教えるお巡りさんの上手な使い方
中 央 図 書 館

65 歳で人生を変える

著／本岡　類、サンデー毎日取材班【毎日新聞出版】
失敗しない有料老人ホーム選び、遊びながら頭と体
の健康を保つ方法、新しい自分の見つけ方…。イキ
イキした人たちから学んだ、老後の生き方のコツを
伝える。『サンデー毎日』連載をもとに書籍化。

おじゃまなクマのおいだしかた
作／エリック・パインダー　訳／三辺　律子
絵／ステファニー・グラエギン【岩崎書店】
ある寒い日、トーマスは、クッションや毛布でほらあな
を作りました。でも、ほらあなをクマに乗っ取られたら、
どうしたらいいでしょう？クマの好きなものでおびき
出そうとしますが…。一緒に遊ぶ楽しさを描いた絵本。

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

関
城
分
館

協
和
分
館

☎
24

－

３
５
３
０

☎
52

－

２
４
６
６

☎
37

－

６
６
２
６

☎
57

－

２
５
１
５

（
下
岡
崎
１

－

11

－

１
）

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

－

７
）

（
関
本
上
１
４
７
０
）　

（
門
井
１
９
６
２

－

２
）

問
い
合
わ
せ

４
月
の
休
館
日

　
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
（
月
）
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SPORTS

第
31
回
下
妻
市
千
代
川
地
区

近
隣
市
町
村
社
会
人
剣
道
大
会

12
月
６
日　

千
代
川
体
育
館

団体の部　準優勝　下館士徳会Ａ

第
13
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
Ｊ

Ｉ
Ｋ
Ａ
２
０
１
５
ク
ラ
ス
別

ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

12
月
６
日　

練
馬
区
光
が
丘
体
育
館

優　勝　岡村奏洋（古里小１年）
第３位　早川貴也（一狼塾）

南
関
東
テ
コ
ン
ド
ー

選
手
権
大
会

12
月
19
日　

横
浜
文
化
体
育
館

小４男子の部　優　勝　岡村翔洋（古里小）
高校女子の部　優　勝　菅谷陽香（下館工高１年）
　　　　　　　準優勝　石井佑佳（下館二高３年）
　　　　　　　第３位　廣瀬李菜（鬼怒商高１年）

第
13
回
桶
川
べ
に
花
杯

剣
道
大
会

11
月
15
日　

桶
川
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

団体戦低学年の部　第３位　下館士徳会
　椙本郁希（下館小３年）　熊木佳汰（竹島小４年）
　野澤優真（養蚕小４年）　大道寺一将（下館小４年）
　吉﨑聖治（竹島小４年）

北
筑
波
少
年
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

大
会
（
第
２
回
）

２
月
11
日　

下
館
運
動
公
園

優　勝　中サッカースポーツ少年団

第
11
回
桜
川
市
ま
か
べ

武
術
道
大
会
柔
道
の
部

11
月
１
日　

真
壁
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

優　勝　髙橋玲偉（明野晴明館）　堀江颯人（大田小２年）
　　　　飯田明日香（新治小６年）
第３位　藤田珠羽（大村小３年）　飯村成満（上野小５年）
　　　　髙橋里夫（明野晴明館）
敢闘賞　飯村和華（上野小２年）

第
30
回
大
洗
町
近
郊

少
年
柔
道
大
会

11
月
８
日　

大
洗
町

総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　勝　古宇田優斗（大村小５年）
準優勝　飯村成満（上野小５年）　大吉　諒（村田小６年）
第３位　飯村和華（上野小２年）　鈴木みのり（村田小６年）
　　　　髙橋里夫（明野晴明館）

明
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

近
隣
中
学
校
交
流
武
道
大
会

（
柔
道
の
部
）

11
月
29
日　

明
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー女子団体　優　勝　明野中学校

男子団体　準優勝　明野中学校Ａ

（氏名は敬称略、学年は各大会開催時による）
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【
４
月
分
か
ら
支
給
額
が
変
わ
り
ま

す
】

　

平
成
28
年
度
児
童
扶
養
手
当
額

が
、
平
成
27
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
実
績
値
に
よ
り
０
．
８
パ
ー
セ

ン
ト
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
４
月
分

か
ら
手
当
額
が
左
記
の
よ
う
に
変
更

（
増
額
）
に
な
り
ま
す
。

※
新
し
い
証
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

【
12
月
～
３
月
分
を
支
給
し
ま
す
】

　

４
月
11
日
（
月
）
に
指
定
さ
れ
た

金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

（
変
更
前
の
手
当
額
）。

※
個
別
に
支
払
の
通
知
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
通
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
（
本
庁
１
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
５
６

　

優
良
な
生
徒
で
あ
り
、
経
済
的
理

由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
な
人
に
対

し
、
有
為
な
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
高
等
学

校
（
全
日
制
に
限
る
）
に
在
学
し
、

健
康
で
、
人
物
・
学
業
と
も
に
優
れ
、

か
つ
、
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
人
。
▼
貸
与
額
＝
１
人
当

た
り
年
額
６
万
円　

▼
貸
与
期
間
＝

在
学
す
る
学
校
に
お
け
る
正
規
の
修

業
期
間　

▼
利
息
及
び
返
還
＝
最
終

貸
与
年
度
の
翌
年
度
か
ら
５
年
間
の

元
金
均
等
返
還（
期
間
内
は
無
利
息
）

問
学
務
課
（
ス
ピ
カ
３
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

０
１
８
１

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

2016

▶防災行政無線で放送した内容
を再度聞くことができます。
問防災安全課  ☎内線３６８・３６９

０１２０－０２９６－９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

４.１

開庁時間
午前８時 30 分～午後５時 15 分
※木曜日は午後７時まで（本庁のみ）

　

閲
覧
・
縦
覧
場
所
は
課
税
課
で
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】
▼

期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
金
）
▼
閲
覧
で
き
る

人
＝
納
税
義
務
者
、
借
地
人
、
借
家

人　

※
代
理
人
は
委
任
状
、借
地
人
・

借
家
人
は
契
約
書
な
ど
が
必
要

【
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

▼
期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）
～
５
月

２
日
（
月
）
▼
縦
覧
で
き
る
人
＝
納

税
者　

※
代
理
人
は
委
任
状
な
ど
が

必
要

問
課
税
課
（
本
庁
３
階
）
内
線
４
１
４

【
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧
】

　

市
公
共
下
水
道
の
排
水
施
設
を
追

一
部
支
給

（
月
額
）

全
部
支
給

（
月
額
）

４
１
，
９
９
０
円

〜
９
，
９
１
０
円

４
２
，
０
０
０
円

変
更
前

（
３
月
ま
で
）

４
２
，
３
２
０
円

（
＋
３
３
０
円
）
〜

９
，９
９
０
円（
＋
80
円
）

４
２
，
３
３
０
円

（
＋
３
３
０
円
）

変
更
後

（
４
月
か
ら
）

加
し
て
供
用
開
始
す
る
の
で
、
縦
覧

し
ま
す
。

▼
供
用
開
始
日=

３
月
31
日
（
木
）

▼
供
用
開
始
区
域=

市
野
辺
、
横

島
、
藤
ケ
谷
、
村
田
、
門
井
の
各
一

部　

▼
縦
覧
場
所=

下
水
道
課
（
ス

ピ
カ
３
階
）

【
接
続
補
助
金
の
交
付
】

　

今
回
の
供
用
開
始
区
域
で
、
１
年

以
内
に
接
続
工
事
を
完
了
し
た
人

に
、
税
抜
工
事
費
の
20
分
の
３
に
相

当
す
る
額
で
３
万
円
を
限
度
に
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
霞
个

浦
流
域
内
の
人
は
、県
補
助
金（
２
万

円
限
度
）
が
上
乗
せ
さ
れ
最
大
５
万

円
と
な
り
ま
す
。
※
新
築
及
び
事
業

所
は
除
く
。

問
下
水
道
課
（
ス
ピ
カ
３
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

０
５
０
３

　

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、「
標
準

児
童
扶
養
手
当
額
の
変
更

と
手
当
の
支
給

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区

域
の
縦
覧
と
接
続
補
助
金

28
年
度
農
地
法
改
正
に
伴

う
賃
借
料
情
報
の
提
供

蓮
沼
忠
雄
奨
学
金
制
度

案

内
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小
作
料
」
は
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に

「
農
地
の
賃
借
料
情
報
」
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
※
賃
借
料

情
報
に
拘
束
力
は
な
く
、
賃
借
料
を

決
定
す
る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
提

供
す
る
も
の
で
す
。

▼
賃
借
料
（
10
ア
ー
ル
当
た
り
・
年

額
）
＝
田
：
１
８
，
０
０
０
円
／
畑
：

５
，
０
０
０
円　

※
平
成
27
年
に
公

告
さ
れ
た
賃
借
料
の
平
均
額
。

　

実
際
の
賃
借
料
は
、
地
域
に
よ
り

圃
場
条
件
や
耕
作
の
条
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
地
主
と
耕
作
者
の
話
し

合
い
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
ス
ピ
カ
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
20

－

１
１
６
７

▼
下
限
面
積
＝
50
ア
ー
ル

※
下
限
面
積
と
は
、
耕
作
目
的
で
農

地
の
権
利
を
取
得
す
る
場
合
、
取
得

し
た
後
の
農
業
経
営
の
面
積
が
一
定

の
面
積
（
50
ア
ー
ル
）
に
達
し
な
け

れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
面
積
の
こ
と
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
ス
ピ
カ
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
20

－

１
１
６
７

▼
労
働
賃
金
（
１
日
８
時
間
）
＝
一

般
作
業
７
，
０
０
０
円　

※
特
殊
な

作
業
な
ど
の
場
合
や
、作
業
の
条
件
・

難
易
度
な
ど
に
よ
り
、
当
事
者
間
で

料
金
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【
請
負
作
業
料
金
】

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
ス
ピ
カ
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
20

－
１
１
６
７

　

市
農
業
委
員
会
総
会
の
開
催
予
定

日
と
総
会
で
審
議
が
必
要
な
各
種
申

請
書
の
提
出
期
限
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～　

▼
場

所
＝
全
員
協
議
会
室
（
本
庁
４
階
）

※
総
会
の
傍
聴
及
び
議
事
録
の
縦
覧

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
諸
般
の
事
情
に
よ
り
各
予
定
日
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
ス
ピ
カ
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
20

－
１
１
６
７ 

　

市
内
で
イ
ネ
縞
葉
枯
病
が
発
生

し
、
今
後
更
な
る
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ヒ

メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
の
防
除
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
発
病
す
る
と
収
量

が
大
幅
に
減
収
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
箱
育
苗
施
用
剤
に
よ
る

日　程 提出期限
４ 月 ８ 日 ㊎ ー
５ 月 1 0 日 ㊋ ４ 月 15 日 ㊎
６ 月 ９ 日 ㊍ ５ 月 17 日 ㊋
７ 月 ８ 日 ㊎ ６ 月 15 日 氺
８ 月 1 0 日 氺 ７ 月 15 日 ㊎
９ 月 １ 日 ㊍ ８ 月 15 日 ⺼
10 月 ７ 日 ㊎ ９ 月 15 日 ㊍
1 1 月 1 0 日 ㊍ 10 月 18 日 ㊋
12 月 １ 日 ㊍ 11 月 15 日 ㊋
平成29年１月10日㊋ 12 月 15 日 ㊍
２ 月 1 0 日 ㊎ １ 月 16 日 ⺼
３ 月 1 0 日 ㊎ ２ 月 15 日 氺

作 業 別 金  額 摘  要
田耕起 3,500円 耕起１回
畑耕起 3,500円
代かき 6,500円
苗代（１箱当たり） 715円
田植え 7,000円 植え付けのみ
麦播種 4,500円 ロータリーシーダー
稲刈取り 18,000円
麦刈取り 10,000円
蕎麦刈取り 8,000円 汎用コンバイン
大豆刈取り 10,000円 汎用コンバイン
乾燥
もみすり 750円 玄米30kg当たり（水分 18％以内）
もみすり 300円 玄米30kg当たり

10
ア
ー
ル
当
た
り（
税
別
）

適
切
な
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
水
田
農
業
振
興
課（
ス
ピ
カ
４
階
）   

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

１
８
０
０

ひとり親家庭のお母さん・お父さんの資格取得を支援します !!
～ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金等支給事業～
■訓練促進給付金　父子家庭の父や母子家庭の母が、経済的自立
に効果的な資格（看護師等）を取得するため養成機関で修業する場
合に、修業期間中の生活負担を軽減するために給付金を支給します。
◉支給期間 = 修業する全期間（上限３年）
◉支給額 = ①市町村民税非課税世帯…月額 10 万円　②市町
村民税課税世帯…月額 70,500 円（申請のあった月分から対象、
翌月から支給開始。申請が遅れた期間は支給されません。）
※国の制度改正に伴い今年の４月から次のとおり一部変更と
なりました。◉支給期間の延長：２年→３年、◉対象資格の
拡大：２年以上修学する資格→１年以上修学する資格）
■修了支援給付金　修業期間の終了後に支給します。
◉支給期間 = 修業期間終了後に１回支給
◉支給額 = ①市町村民税非課税世帯…５万円　②市町村民税
課税世帯…25,000 円

【問い合わせ】こども課（本庁１階）内線２５４ 【問い合わせ】こども課（本庁１階）内線２５６

【支給要件】次の要件を全て満たす人が対象です。①筑西市
に住民登録のあるひとり親家庭の父母　②児童扶養手当を
受けている人又は同様の所得水準にある人　③養成機関で
１年以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込ま
れる人　④市町村民税、国民健康保険税、保育料に滞納がな
い人　⑤就業（又は育児）と修業が困難な人　⑥過去にこの
事業による給付（趣旨を同じくする他の給付を含む）を受け
たことがない人　【対象資格】看護師（准看護師）、介護福祉
士、保育士、理学療法士、作業療法士、その他福祉事務所長
が必要と認める国家資格【申込手続】まずは、こども課で「事
前相談」を受ける必要があります。各支所、川島出張所では
手続きできません。※市予算の範囲内で行いますので、申請
状況により年度途中で申請を終了する場合があります。

いばらきＫｉｄｓ Ｃｌｕｂカードが
全国の協賛店舗で利用可能となります！
　４月から、いばらきＫｉｄｓ Ｃｌｕｂカー
ドが全国各都道府県の子育て家庭優待制度
等の協賛店舗で利用できるようになります。
　県外で使用する場合は、全国共通ロゴマーク
の入った新カードが必要です（旧カードと交換
のうえ発行）。県外で利用する場合は新カードへ交換してく
ださい。※県内では引き続き旧カードの利用が可能です。
※詳細は、内閣府のホームページ（http://www8.cao.
go.jp/shoushi/shoushika/passport.html）をご覧ください。

【発行窓口】こども課（本庁１階）、健康づくり課（ス
ピカ３階）、川島出張所、各支所窓口

旧

新

28
年
度
農
地
取
得
に
伴
う

下
限
面
積

28
年
度
農
業
労
働
力
賃
金

標
準
額

28
年
度　

市
農
業
委
員
会

総
会
開
催
予
定
日

水
稲
の
﹁
箱
育
苗
施
用
剤
﹂

に
よ
る
病
害
虫
防
除
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各
講
座
と
も
⋮
▼
場
所
＝
し
も
だ
て

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ア
ル
テ
リ
オ
」

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼

申
込
み
＝
４
月
10
日
（
日
）
ま
で
に

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
又
は
直

接
申
込
（
初
心
者
優
先
。
申
込
多
数

時
は
抽
選
。
申
込
少
数
時
は
開
催
し

な
い
場
合
有
り
。）。

【
茶
道
講
座　
前
期
（
裏
千
家
）】
▼

日
時
＝
５
月
７
日
（
土
）
～
９
月
24

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
第
１
・
４
土
曜
日
全
10
回
）

▼
定
員
＝
10
人　

▼
費
用
＝
５
，

０
０
０
円
（
10
回
分
の
お
菓
子
・
お

茶
代
）
▼
持
参
品
＝
袱ふ
く
さ紗

、
扇
子
、

楊
枝
、
懐
紙
、
白
ソ
ッ
ク
ス

【
華
道
講
座　
前
期
（
龍
生
派
）】
▼

日
時
＝
５
月
14
日
（
土
）
～
９
月
24

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
第

２
・
４
土
曜
日
全
10
回
）
▼
定
員
＝
10

人　

▼
費
用
＝
１
回
１
，
０
０
０
円

（
花
代
）
▼
持
参
品
＝
花
ば
さ
み
、
花

包
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
な
ど

【
初
心
者
の
ヨ
ガ
講
座　
前
期
】
▼

日
時
＝
５
月
12
日
（
木
）
～
９
月
15

日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時（
お

お
む
ね
第
１
・
３
木
曜
日
全
10
回
）

▼
定
員
＝
50
人　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
持
参
品
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装
、
飲
み
物

【
ち
び
っ
こ
合
唱
隊
】
▼
日
時
＝
５

月
14
日
（
土
）
～
平
成
29
年
１
月
28

日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分（
お

お
む
ね
第
２
・
４
土
曜
日
全
18
回
）

▼
対
象
＝
４
歳
～
小
学
６
年
生
（
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼

定
員
＝
20
人　

▼
費
用
＝
無
料

申
問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
日
休
館
）　

☎
23

－

１
６
１
６

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
の
観
光
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
団
体
、
個

人
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
。
会
員
に
は
、
夏
の
四
大
ま

つ
り
ポ
ス
タ
ー
を
毎
年
差
し
上
げ
ま

す
。
※
今
回
会
員
に
な
る
と
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
半
纏て
ん

型
手
ぬ
ぐ
い
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。（
数
量
限
定
）

▼
入
会
金
＝
無
し　

▼
年
会
費
＝
１

口
１
，０
０
０
円
（
団
体
10
口
か
ら
、

個
人
１
口
か
ら
）

申
問
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光

課　

ス
ピ
カ
４
階
）
☎
20

－

１
１
６
０

【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
事
業
】

　

28
年
度
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
。

▶対象＝市内在住で60歳以上の人　
▶日程＝４月～平成29年３月（月１
回程度）▶場所＝各地区公民館（旧市
内の人はしもだて地域交流センター「ア
ルテリオ」）▶内容＝生涯学習の場とし
て、趣味と教養の充実を図ります。

◉高齢者学級生募集◉

▶対象＝下館地区在住の成人女性　▶日
程＝４月～平成29年３月　▶場所＝下
館各地区公民館（旧市内の人はしもだて
地域交流センター「アルテリオ」）▶内容
＝女性の社会参加、健康管理、ボランティ
ア活動など自主的な地域活動を実施

◉女性学級生募集◉

申込先 電話番号
しもだて地域
交流センター ☎２３－１６１６

伊讃公民館 ☎２５－１７９４
川島公民館 ☎２８－５６０４
竹島公民館 ☎２５－１７９０
養蚕公民館 ☎２５－１４５２
五所公民館 ☎２２－６１３０
中公民館 ☎２５－１８８７
河間公民館 ☎２５－１４３４
大田公民館 ☎２２－６１３２
嘉田生崎公民館 ☎２２－６１３１

申込先 電話番号
関本公民館 ☎３７－６６２６
河内公民館 ☎３７－６５５６
黒子公民館 ☎３７－６８０９
明野公民館 ☎５２－５３３３
協和公民館 ☎５７－２５１５

【申込み・問い合わせ】

◀▼高齢者学級は、左・下表
の各地区公民館で随時受付。

◀女性学級は、左表の下館
地区公民館のみで４月 30
日（土）まで受付。

▼
日
時
＝
４
月
19
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ

オ
」
２
階
研
修
室　

▼
演
題
＝
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
真
田
丸
﹄
知
将
幸

村
の
生
涯
を
見
る　

▼
講
師
＝
宮
本

朔
夫
氏
（
元
下
館
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
、市
史
資
料
集
編
纂
委
員
）

▼
費
用
＝
５
０
０
円
（
事
前
申
込
の

場
合
３
０
０
円
）

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

　
　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

－

３
３
８
６

☎
０
８
０

－

１
０
９
０

－

５
７
４
８

▼
日
時
＝
４
月
18
日
（
月
）
～
５
月

30
日
（
月
）
午
後
７
時
30
分
～
８
時

15
分
（
月
・
木
曜
日
全
12
回
）
▼
場

所
＝
あ
け
の
元
気
館
げ
ん
き
広
場

▼
定
員
＝
25
人　

▼
費
用
＝
４
，

０
０
０
円　

▼
申
込
み
＝
４
月
１
日

平成 28年度　筑西市職員採用試験（事務職員手話通訳） 問  総務課（本庁２階）
内線３２２・３２３

一
般
行
政
職

試験区分 採用予定人数 受　験　資　格

事務職員
手話通訳 １人程度

■  昭和 51年 4月 2日以降に生まれた人
■  学校教育法による高等学校以上の学校
を卒業した人若しくは高等学校卒業と
同程度以上の学力を有すると認められ
る人で、全国手話検定試験３級以上の
資格を有する人

■試験日時：４月 17 日（日）午前８時 40
分～　■場所：市役所本庁舎２階研修室　■
申込方法：職員採用試験（事務職員手話通訳）
申込書と受付票を総務課（本庁２階）まで直
接持参又は郵送してください。■申込期間：３
月28日（月）～４月11日（月）午後５時15分
までに必着（直接持参の場合は、平日のみ受付）
■受験資格：右表の要件をすべて満たす人

介
護
予
防
事
業
「
は
つ
ら
つ
教
室
」

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
、
み
ん
な
と
一

緒
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
お
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

◆
持
参
品
＝
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

地区 会場 開催予定日 時間

下館
☎２２－５１９１

市総合福祉センター（小林）午前 月３回月曜日 10:00～11:30
市総合福祉センター（小林）午後

14:00～15:30
川島公民館 第１・３木曜日
大田公民館 第２・４水曜日
養蚕公民館 第２・４金曜日
中公民館 第２・４火曜日
五所公民館 第１・３水曜日

10:00～11:30
河間公民館 第２金曜日

伊讃公民館・嘉田生崎公民館 最終金曜日
関城

☎２０－３３１０
関本公民館 月３回木曜日

河内公民館・黒子公民館 隔週火曜日
明野

☎５２－１３８１
大村・村田・上野・鳥羽・長
讃小学校　※いずれかの会場

火曜又は金曜日
（各会場月２回程度）14:00～15:30

協和
☎５７－３８８８

協和ふれあいセンター 月３回火曜日
10:00～11:30協和ふれあい健康プラザ 第１・３木曜日

協和転作促進研修センター 第２・４木曜日

※
市
の
委
託
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
実
施
。

※試験案内等書類は、総務課又は各支所で入手するか、市ホームページ（http://www.city.chikusei.lg.jp）からダウンロードしてください。

筑
西
市
観
光
協
会
会
員

歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を
中

心
に
）
60

あ
け
の
元
気
館
教
室

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
第
１
期

募

集

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
５
月
受
講
生

20



（
金
）
正
午
か
ら
来
館
し
て
直
接
（
電

話
申
込
不
可
）

問
あ
け
の
元
気
館
☎
52

－

７
１
１
１

　

簡
単
な
運
動
で
、
認
知
症
予
防
。

▼
期
日
＝
４
～
３
月
の
第
４
水
曜
日

（
11
月
は
第
５
水
曜
日
）
▼
場
所
＝

明
野
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー（
新
井
新
田
）

※
変
更
す
る
場
合
有
り
。
23
ペ
ー
ジ

の
健
康
運
動
教
室
の
表
参
照
。
▼
講

師
＝
市
健
康
運
動
普
及
員　

▼
持
参

品
＝
飲
み
物
、
上
履
き
、
タ
オ
ル　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
込
み
＝
不
要

問
市
健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会

明
野
支
部　

水
柿　

☎
０
９
０

−

７
７
３
７

−

７
０
６
６

▼
日
時
＝
４
月
５
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
（
毎
週
火
曜
日
全
10

回
）
▼
場
所
＝
下
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象=

市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性　

▼
費
用=

３
，

０
０
０
円
（
１
回
無
料
体
験
可
）
▼

講
師=

竹
江
み
ゆ
き
氏　

▼
申
込

み=

直
接
会
場
で
受
付

問
筑
西
リ
ズ
ム
体
操
下
館
教
室

　
　
　
　

生
井　

☎
24

−

２
８
７
７

▼
日
時=

４
月
26
日
（
火
）
～
９

月
27
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
（
火
曜
日
全
21
回
）
▼
場
所

=

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ア
ル
テ
リ
オ
」
▼
費
用=

２
，

７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
申
込

み=

４
月
12
日
（
火
）
午
後
７
時

～
７
時
30
分
に
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」
で
受
付
。

（
開
講
後
も
随
時
電
話
受
付
）

問
筑
西
市
国
際
友
好
協
会　

玉
水

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

７
４
７
３

　

初
心
者
に
も
読
み
や
す
い
文
章
の

「
古こ
ご
し
ゅ
う
い

語
拾
遺
」
を
読
み
始
め
ま
す
。

「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
を
参
照
し

な
が
ら
日
本
神
話
を
紐
解
き
ま
す
。

▼
日
時=

毎
月
第
２
木
曜
日　

午

後
1
時
30
分
～
３
時
30
分
（
初
回
は

４
月
14
日
（
木
））
▼
場
所=

黒
子

公
民
館　

▼
参
加
費=

５
０
０
円
、

資
料
代
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
資
料
準
備
の
た
め
、要
事
前
申
込
。

申
問
古
典
文
学
の
会　

髙
瀬

　
　
　
　
　
　
　

☎
52

−

６
０
２
８

　

年
２
回
（
５
月
・
10
月
）
の
移
動

研
修
と
、
12
月
に
食
事
会
も
開
催
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
３
日
曜
日　

午
後

1
時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
場
所
＝

中
央
図
書
館
和
室　

▼
申
込
み
＝
随

時
受
付

申
問
古
文
書
に
親
し
む
会　

高
橋

☎
24

－

５
９
５
７

▼
日
時=

４
月
16
日
（
土
）
～
12

月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午（
原

則
第
２
土
曜
日
全
10
回　

※
教
室
９

回
、
発
表
会
１
回
）
▼
場
所=

し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル

テ
リ
オ
」
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
対
象=

幼
稚
園
年
長
～
小
学
６
年
生
と
そ
の

保
護
者　

▼
費
用=

１
回
５
０
０

円
（
花
代
）、
発
表
会
８
０
０
円

申
問
い
け
ば
な
教
室
か
ん
よ
う
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

７
３
７
１

楽
し
く
着
物
が
着
ら
れ
ま
す
よ
う
に

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
正
午　

▼
場
所
＝

協
和
公
民
館
和
室　

▼
対
象
＝
初
心

者　

▼
内
容
＝
普
段
着
、
訪
問
着
、

留
袖
な
ど
の
着
付
け
を
学
び
ま
す
。

▼
費
用
＝
１
年
目
：
１
回
１
，
０
０
０

円
／
２
年
目
：
１
回
５
０
０
円

申
問
愛
昌
会　

斉
藤

☎
０
９
０

－

４
１
２
４

－

５
８
６
３

　

里
山
の
利
用
を
考
え
な
が
ら
楽
し

く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
定
例
作
業
日
時=

毎
月
第
２
土

曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

（
雨
天
順
延
）
▼
場
所=

五
郎
助
山

（
筑
西
消
防
署
関
城
分
署
近
く
）
▼

作
業
内
容=

①
山
仕
事
（
下
草
刈
、

落
ち
葉
収
集
、
間
伐
、
炭
焼
き
な
ど
）

②
水
辺
環
境
（
ホ
タ
ル
飼
育
、
ト
ン

ボ
池
の
整
備
な
ど
）
③
園
児
・
児
童

の
自
然
体
験
の
サ
ポ
ー
ト　

▼
対
象

=

年
齢
、
性
別
不
問
。
▼
持
参
品=

軍
手
、
タ
オ
ル
、
作
業
靴
な
ど

※
昼
食
、
保
険
代
負
担
。

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

里
山
を
守
る

会
事
務
局　

佐
藤

☎
０
９
０

−

７
９
０
６

−

１
０
８
２

HPhttp://www.tikuseisatoyam
a.com

/

▼
日
時=

５
月
８
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
雨
天
時
は
５
月
15
日

（
日
）
に
順
延
）
▼
場
所=

県
西
総

合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
種
目=

硬
式
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

▼
定
員=

各
先
着
24

組　

▼
費
用=

１
組
３
，
０
０
０

円
（
市
テ
ニ
ス
連
盟
加
入
者
は
一

人
１
，
０
０
０
円
、
高
校
生
一
人

５
０
０
円
）
▼
申
込
み=

４
月
10

日
（
日
）
か
ら
24
日
（
日
）
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
問
市
テ
ニ
ス
連
盟　

板
谷

　
　
　
　
　
　

☎
FAX
24

−

４
３
９
５

メールnitaya223@
ybb.ne.jp

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

古
典
文
学
の
会
会
員

古
文
書
に
親
し
む
会
会
員

筑
西
リ
ズ
ム
体
操
下
館
教
室
生

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室
生
徒

【
４
月
３
日
（
日
）
市
民
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
県
西
総
合
公
園
・
午
前
８

時　

▼
費
用=

無
料

【
４
月
６
日
（
水
）
下
妻
イ
オ
ン
館

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
膝
腰
鍛
錬
バ
ラ

エ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
３
キ
ロ
）】
▼
集

合
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト
（
ゲ
ー
ト

Ｃ
と
Ｄ
の
中
間
）・
午
前
10
時　

▼

費
用
＝
無
料
（
イ
オ
ン
か
ら
の
提
供

品
有
り
）
※
毎
月
第
１
水
曜
日
開
催

申
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

　
　
　
　
　
　
　

☎
30

−

１
７
０
０

【
４
月
10
日
（
日
）
梨
の
花
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
ク
】▼
集
合
＝
ペ
ア
ー
ノ（
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）・
午
前
８
時

▼
費
用
＝
一
般
３
０
０
円

【
４
月
17
日
（
日
）
浦
島
草
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
ク
】
▼
集
合
＝
富
士
ノ
宮
球

場
・
午
前
９
時　

▼
費
用
＝
無
料

【
４
月
24
日（
日
）総
会
プ
レ
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
・
午
前
８
時

【
毎
木
曜
日 

腰
膝
鍛
え
る
ダ
ウ
ン
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
】
▼
集
合
＝
河
内
公

民
館
・
午
前
10
時　

▼
費
用
＝
無
料

【
筑
波
山
登
山
教
室
】
▼
集
合
＝
筑

波
山
神
社
拝
殿
前
・
午
前
９
時　

▼

費
用
＝
無
料
（
要
事
前
申
込
）
※
４

月
か
ら
第
２
・
４
金
曜
日
開
催

申
問
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

−

３
３
８
６

☎
０
８
０

−

１
０
９
０

−

５
７
４
８

い
け
ば
な
親
子
体
験
教
室

愛
昌
会
（
着
付
け
）
会
員

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
五
郎
助
山
・
丸
山
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

市
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）
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▼
日
時
＝
４
月
10
日
（
日
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）
▼

場
所
＝
ペ
ア
ー
ノ
（
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）
野
外
ス
テ
ー
ジ　

▼
内
容

＝
梨
畑
散
策
＆
梨
の
花
合
わ
せ
体
験

（
午
前
10
時
開
始
）、
も
ち
ま
き
（
午

後
３
時
開
始
）、
ほ
か
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
、
下
館
工
業
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
部
演
奏
、
関
城
中
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
う
た
の
お
ね

え
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど　

▼

参
加
費
＝
無
料

問
梨
想
の
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
37

－
７
５
９
６

▼
日
時=

４
月
３
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
場
所=

明
野
公
民
館
中
央
広
場　

▼
内
容=

川
神
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
、
明
野
保
育

園
和
太
鼓
演
奏
、
明
野
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
下
館
工
業
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
部
、
移
動
動
物
園
、
地
元
業
者
に

よ
る
出
店
な
ど

問
筑
西
市
商
工
会
明
野
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
52

－

２
５
１
１

▼
日
時=

４
月
20
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午　

▼
場
所=

関
城
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師=

西
川
み

ゆ
き
氏
（
日
本
抱
っ
こ
法
協
会
副
会

長
・
公
認
ホ
ル
ダ
ー
）
▼
参
加
費=

１
組
５
０
０
円（
お
子
様
連
れ
歓
迎
）

申
問
の
の
は
な
自
然
育
児
の
会　

箱
守

☎
０
９
０

－

１
５
５
１

－
１
６
３
８

【
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
（
無
料
体
験
実

施
）】
▼
日
時=

４
月
か
ら
各
種
講

座
（
８
種
目
別
）
午
前
10
時
30
分
～

▼
種
目=

絵
画
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
、
英
会
話
、
大
正
琴
、
社
交
ダ

ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、
押
花
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
な
ど

【
い
き
い
き
ラ
イ
フ
（
無
料
体
験
実

施
）】
▼
日
時=

４
月
5
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～
（
毎
週
火
曜
日
全

10
回
）
▼
内
容=

生
活
習
慣
病
予
防
、

介
護
予
防
な
ど

問
筑
西
遊
湯
館　

☎
33

－

５
１
５
１

　

希
少
な
植
物
「
浦
島
草
」
の
観
察

を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時=

４
月
17
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）
▼
場

所=

本
郷
集
落
セ
ン
タ
ー
（
関
本
肥

土
）、
地
内
の
竹
林　

▼
内
容=

浦

島
草
の
観
察
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど

問
関
本
肥
土
会
事
務
局　

岩
﨑

☎
０
８
０

－
１
１
５
６

－

０
５
９
２

▼
日
時=

４
月
10
日
（
日
）
正
午
～

午
後
７
時　

▼
場
所=

し
も
だ
て

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
下
館
大
町
郵
便

局
隣
）
▼
内
容=

筑
西
市
を
は
じ

め
、
市
内
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
を

開
催
。

※
ギ
タ
リ
ス
ト
小
川
倫
生
の
ゲ
ス
ト

ラ
イ
ブ
有
り
。

※
観
覧
無
料 
（
ワ
ン
オ
ー
ダ
ー
制
）

問
し
も
だ
て
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会  

滝

☎
０
９
０

－

８
０
５
２

－

５
７
３
０

HPhttp://deli968.exblog.jp

▼
日
時=

４
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午　

▼
場
所=

市
役
所

駐
車
場　

※
譲
り
た
い
人
は
、
４
月

３
日
（
日
）
か
ら
事
前
申
込
が
必
要
。

※
犬
は
リ
ー
ド
を
し
て
散
歩
が
で
き

る
人
に
お
譲
り
し
ま
す
。
ま
た
、
去

勢
、
避
妊
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン

☎
０
９
０

－

９
６
４
１

－

１
８
５
７

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ビーチボールバレー
などの軽スポーツ、ヨガ・バランスボール・
太極拳教室を行っています。見学大歓迎！》

【日時】４月７・14・21・28日（木）、
１・８・15日（金）午後 7時～

【場所】下館総合体育館　
【年会費】小・中学生4,000円、高校生・
一般5,000円（クラブ年会費・保険料含む）

【持参品】体育館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局
（下館総合体育館内）☎２８－５０４０

遺言・相続に関する
無料法律相談

▶日時 =４月 11日（月）
　　　　 午後１時 30分～４時 30分
▶場所 =下妻市商工会館
　　　　 （下妻市長塚７４－１）
▶定員 =６人（事前予約制。先着順）
問県弁護士会下妻支部事務局
　☎４４－２６６１
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相談日時 ４月 15日（金）午前 10時～正午
相談会場 関城老人福祉センター（藤ケ谷）
相 談 員 弁護士

予　　約
４月１日（金）午前９時から、社会福祉
協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始
（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先
４月 12日（火）
午前９時～10時30分 筑西保健所 ☎ 24-3965

４月 14日（木）
午後１時～３時 下館保健センター 健康づくり課

☎ 22-0506
４月 25日（月）
午後４時～５時 筑西保健所 ☎ 24-3965

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

※要予約 ・秘密厳守 ・無料
▶日時＝４月 28日（木）
【専門相談】13:30 ～ 14:30
臨床心理士が相談を受け、対応など
について助言や情報提供を行います。
【家族教室】14:30 ～ 16:00
同じ悩みを持つ家族同士がひきこ
もりについて学び、交流を深め、解
決の糸口を見つける場です。
※家族教室への参加は、面接を行っ
てからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４－３９６５

ひきこもり相談

地区 開　催　日 会　場

下館

４月５日・12日・19日・26日（火）
13:30～ 15:00 下館武道館１階

４月８日・22日（金）
13:30～ 15:00

しもだて地域交流
センター「アルテ
リオ」集会室

関城 ４月５日・19日（火）
10:00～ 11:30

ペアーノ　
リハーサル室

明野 ４月４日・18日（月）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 ４月６日・20日（水）
13:30～ 15:00

協和公民館
ホール

▶対象＝おおむね60歳以上　▶定員＝各先着30人
（あけの元気館健康体操教室のみ先着20人）▶服装
＝動きやすい服装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２－０５０６

シルバーリハビリ体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣ に関
心のある人　▶定員＝各先着30人（あけの元気館健康
体操教室のみ先着20人）▶服装＝運動のできる服装、
運動靴　▶持参品＝バスタオル、タオル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２－０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生 ☎080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

４月１日・15日（金）
13:30～ 15:00
※４月から第１・３金曜日に変更。

しもだて地域交流
センター「アルテ
リオ」大練習室

４月７日・14日・21日・28日（木）
13:30～15:00 
※７日は男性のみ。21日は認知
症予防体操教室。

下館武道館１階
※４月から会場、
曜日が変更。上履
き持参。

関城 ４月６日・20日（水）
13:30～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

４月５日・19日（火）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

４月12日・26日（火）
13:30～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園ホール

４月27日（水）
13:30～ 15:00※認知症予
防体操教室（上履き持参）。

明野いきがいセン
ター多目的ホール

協和

４月１日・15日（金）
13:30～ 15:00 協和ふれあいセ

ンター集会室４月22日（金）
10:00～ 11:30
※認知予防体操教室（上履き持参）。

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている当事者及び保護者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝４月 20日（水）午後１時
30 分～５時　▶場所＝しもだて地
域交流センター「アルテリオ」２階
研修室　▶資料代＝ 300 円（会員
無料）
問アイネット　　☎２２－２４４１

不登校・ひきこもりの
解決にむけて

就職の悩みはサポステで解決！ アディクション家族教室
＊厚生労働省認定事業　＊無料・前日までに予約
今年度（２月末現在）の相談件数1,244件
　　 セミナー受講者数 1,207 人
▶日時＝毎週火～土曜日　午前 10
時～午後６時（日・月曜日、祝日は
休館）▶場所＝いばらき県西若者サ
ポートステーション（西方）▶対象
＝就職で悩んでいる若者（15～ 39
歳）又は保護者・関係者
✿毎週火曜日（午後１時～４時）に
ハローワークで出張相談会開催中
申問いばらき県西若者サポートステーション
　　☎５４－６０１２

　薬物やアルコール、ギャンブルな
どの依存症を理解し対応方法を学
び、同じように悩んでいる家族と話
し合う教室です。依存症本人の回復
のヒントがみつかるようにご利用く
ださい。（初回の参加は筑西保健所
へ確認してください。）
▶日時＝４月８日（金）午後１時
30分～３時 30分
▶場所＝筑西保健所
✿教室の開催日の午前中には専門相
談を設けています（要予約）。
申問筑西保健所　☎２４－３９６５
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　「地域包括支援センターまごころ」は、明野地区に相談窓口を開設して
いましたが、新たに４月１日（金）から２か所窓口を増設します。より身
近なところで相談ができるようになりますので、お気軽にご相談ください。

地域包括支援センターまごころの相談窓口が増設されます

【業務内容】高齢者に関する相談
支援、介護予防サービス（要支援１・
２）の利用支援、高齢者に対する
虐待についての相談支援など

筑西市地域包括支援センター
（下館地区）

【下館窓口（市高齢福祉課内）】
（直通）☎２４ー２１１５

地域包括支援センターまごころ
（関城・明野・協和地区）

【明野窓口（明野農村環境改善センター内）】
☎５２－１３８１　（直通）☎５２－８５５２
新設【関城窓口（関城老人福祉センター内）】
☎２０－３３１０　（直通）☎４９－９８８８
新設【協和窓口（協和ふれあいセンター内）】
☎５７－３８８８　（直通）☎５７－３６６８

婚
活
相
談
会

相談日時 相談会場 相談員 申込み 問い合わせ

人
権
・
行
政

４月 20日（水）
午前 10時～正午

明野支所
１階会議室

人権擁護委員
（法務大臣委嘱）

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

事前申込不要
（来訪順受付）

明野支所
☎ 52-1111

４月 28日（木）
午後１時～３時

下館武道館
２階

人権推進課
内線 253

法
律
４月 28日（木）
午後１時～４時 弁護士 ４月 18日（月）

午前9時～電話予約
広報広聴課
内線 314

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料
＊法律相談は先着８人まで

新設

新設

相

談

青少年なんでも相談
　いじめなど子どもたちのいろいろな悩みについて、
専門の相談員が電話相談・面接相談に応じます。
▶日時＝毎週月・水・金曜日の午後１時～５時（祝日
除く）▶場所＝市青少年センター（スピカ３階）

問☎２４－６０８１（直通）
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人口＝男 51,227 人　女 52,563 人　計 103,790 人　世帯数＝ 36,630 世帯（平成 28年３月１日現在・常住人口）

半
能

市税等納期限カレンダー

■市・県民税、軽自動車税
　課税課（市民税グループ）内線４４２・４７４
■固定資産税・都市計画税
　課税課（資産税グループ）内線４１６・４２０
■国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
　医療保険課　内線２４１・２４３
■介護保険料　
　介護保険課　内線２２１

28平
成

年
度

市・県民税 固定資産税都市計画税 軽自動車税 国民健康保険税 後期高齢者医療保険料 介護保険料

平成28年

４月
１期

（5月2 日月）
１期

（5月2 日月）

５月
全期

（５月31 日火）

６月
１期

（６月30 日木）
２期

（６月30 日木）

７月
２期

（８月１日月）
１期

（８月１日月）
１期

（８月１日月）

８月
２期

（８月31 日水）
２期

（８月31 日水）
２期

（８月31 日水）
３期

（８月31 日水）

９月
３期

（９月30 日金）
３期

（９月30 日金）
３期

（９月30 日金）

10月
３期

（10月31日月）
４期

（10月31日月）
４期

（10月31日月）
４期

（10月31日月）

11月 ５期
（11月30日水）

５期
（11月30日水）

12月
４期

（12月26日月）
６期

（12月26日月）
６期

（12月26日月）
５期

（12月26日月）
平成29年

１月
４期

（１月31 日火）
７期

（１月31 日火）
７期

（１月31 日火）

２月
８期

（２月28 日火）
８期

（２月28 日火）
６期

（２月28 日火）

　筑西市の市税などは、全国の主なコンビニエンス
ストアで、休日や夜間でも納付することができます。
※ コンビニエンスストアで納付することができない
納付書もありますので、その他注意点などを含め、
詳しくは納付書の裏面をご覧ください。

　各科目とも平成29年１月中旬に発送を予定し
ています。（平成28年１月～12月振替分）
※軽自動車税については、口座振替後に軽自動車税
　車検用納税証明書を送付します。

　口座振替を利用すると、納付のたびに金融機関などへ出
向く必要がなく、納付をうっかり忘れる心配もありません。 
　申込みは、通帳・届出印・納入通知書を持参のうえ、
市内にある金融機関又は本庁各担当課（市税は収税課）・
各支所・川島出張所で受け付けています。
※ 残高不足などにより当初の振替日に振替ができなかった
場合、再度振替することはできません。

※ 口座振替ができなかった人には、各担当課（市税は収税課）
から振替できなかった理由を記載した口座振替不能通知書
を発送しますので、同通知書で納付してください。 

※口座振替日は各納期限日です。

市税などの納付は安心・便利な口座振替で コンビニエンスストアでも納付ができます

口座振替領収済通知書の発送について

各税などについての問い合わせ市ホームページからも
ダウンロードできます
http://www.city.chikusei.lg.jp/news.php?code=3360

ス マ ー ト
フォンなど
で読み込ん
でください。


